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ア ト リ エ

訪 　 　 問
第 24 回

浅田政志
家族をテーマに、ユニークな写真を撮り続けている
写真家・浅田政志。
映画「浅田家！」のモデルとしても知られる彼の作品は、
どのようにして生まれるのだろう。
その自宅を訪ね、撮影の裏側を取材した。
撮影 伊東俊介

写真家
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　三重県は津駅から車で走ること30

分弱。浅田邸を探し、あたりを見回

していると、手を挙げてこちらに微

笑みかける男性と目が合う。玄関先

で出迎えてくれたのは、浅田政志そ

の人だった。

―こちらはアトリエではなく、ご

自宅なのですよね。

浅田　そうです。いつも撮影や打ち

合わせには自分が出向くので、仕事

相手を迎えることは新鮮です。
―東京で長く活動されていたかと

思うのですが、地元である津に拠点

を移された理由を教えてください。

浅田　戻ってきたのは、3年ほど前な

んですよね。息子が小学校に入学す

るタイミングで帰ってきました。東

京には24歳のときに出たので、住ん

でいたのは15年くらい。最初は意気

揚々と出て行ったんですけど、30代

半ばくらいになって、どんどん三重

が恋しくなってきて。今はリモート

ワークが進んだこともあり、撮影の

ときだけ現場に行くことが多いです。
―全国に撮影に行くのは大変では

ないですか。

浅田　朝5時半ぐらいの津駅発の電

車に乗ると、8時半には東京に着くん

ですよ。日帰りもできる。大阪や名

古屋……日本全国に撮影に行くとな

ると、三重県は真ん中あたりなので、

都合がいいです。
―ご自宅ではどんな仕事をされて

いますか。

浅田　撮影した写真は、1日だけで

も何百枚にもなるので、それをセレ

クトしたり、画像データを調整した

りします。特にセレクトは、なるべ

く撮ったその日にやるように心がけ

ています。撮った日だと、頭の中に

映像が残っているので、どのあたり

がよかったかわかるので。早く見た

いだけ、というのもありますが（笑）。
―ご自宅のお気に入りのポイント

を教えてください。

浅田　この家は地元の友人に設計し

てもらったんですが、その方のアイ

デアで壁に写真を飾れるようになっ

ているんです（※1）。毎日眺めるわけ

ではないけれど、ふとしたときに見

たり、その存在が感じられたりする

ことが写真を飾るメリットだと思っ

ています。
―令和7年度版中学校『美術1』の

巻頭では、12名の中学生に被写体に

なってもらい、どんなポーズや表情

にするか一緒に考えながら作品を撮

りおろしていただきました。

浅田　大人数での撮影のときに心が

けているのは、全員のキャラクター

をちゃんと立たせること。人数が多

くなってくると、一人くらいいても

いなくても変わらないような感じに

なってしまいがちです。全員がいる

からこそ、1枚が成り立っているよ

うなものを撮れたらベストだなと思

います。
―被写体のポーズはどのように決

めているのでしょうか。

浅田　例えばジャンプしてもらった

子がいるのですが、みんなに「誰が

いちばん跳ぶのに向いているか」と

いうのを聞いて決めました。子ども

に聞くと「こいつはバレー部だから」

とか「おもしろいから」とか、いろい

ろ話が出てきます。僕が一方的に役

割を与えるのではなくて、子どもと

一緒に考えて、一人一人の性格など

もふまえながらつくっていきました。
―写真を撮るうえで、大切にして

いること、心がけていることを教え

てください。

浅田　仕事として撮っている以上、

最終的には誰かに見てもらうという

目的はありますが、まずは被写体の

方に「撮影楽しかったな」と思って

もらいたい。それから、撮ったもの

がその方にとって特別な写真になっ

たら嬉しいなと思っています。
―これから写真を撮ろうと思って

いる中学生にアドバイスをお願いし

ます。

浅田　今の中学生は、どうやったら

うまく撮れるか、よく見えるか、と

いったことが体に染みついていて、

自然に撮れる世代に見えるんですよ

ね。ですから、思う存分撮ってもら

えれば、すごくいい写真になると思

います。街をただぶらぶら歩いてい

るのと、何かを撮ろうと思って歩く

のとでは、見えるものが全然変わっ

てくる。だから、スマートフォンで

もタブレットでも、レンズを向けて

じっと見て、素直にいっぱい撮って

いったらいいと思います。

あさだ・まさし
1979年三重県生まれ。日本写真映像専門学校研
究科卒業。2009年、写真集『浅田家』（赤々舎）
で第34回木村伊兵衛写真賞を受賞。2020年には
著書の『浅田家』、および『アルバムのチカラ』
（赤々舎）を原案とした映画「浅田家!」が全国東宝
系にて公開される。2023年、新作撮りおろしによる
初の劇場での個展「浅田政志展｜YOKOHAMA 
PHOTOGRAPH －わたし/わたしたちのいま－」を
神奈川芸術劇場で開催。

上／撮りおろし作品の撮影風景。
作品とともに掲載される谷川俊太郎氏の文

「うつくしい！」に寄せて、生徒たちが
「うつくしい」ものを探しているシーンを演出する形で
撮影が行われた。（写真：編集部）
下／同じく撮影風景。たった今撮影した写真を、
参加者全員で確認中。（写真：編集部）

編集部が持参した教科書の校正紙を
厳しい目でチェックする浅田さん。

※1　壁面の写真は、浅田さんが
いちばん好きだと語る津の海で撮影されたもの。
手前が津の海のシンボルマークともいえる
造船所、奥が浅田さんお気に入りの赤い灯台
というふうに、その場所に立ったときのように
見える配置になっている。

玄関に飾られた大きな作品は、
『浅田家』の続編ともいえる写真集
『NEW LIFE』に収録された一点。

仕事部屋のメインとなるスペース。正面の大漁旗がひときわ目を引く。
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浅田さんが中学生とともに作
り上げた作品は、ぜひ中学校
の新版教科書『美術1』P.2〜
3にてご覧ください。
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光村図書の新しい中学校『美術』は、
授業の取材を重ね、生徒たちの声に耳をすまして、編集した教科書です。

この時代だからできる、新しい鑑賞体験を。
生徒たちがのびのびと自分の表現を追求できるように。

本特集では、編集に携わった先生方に、
新版教科書の魅力をご紹介いただきます。

撮影 田尾沙織（P.4）、鈴木俊介（P.5〜11)

令和7年度版中学校『美術』教科書の編集に携わった先生方に
新しい教科書の魅力を語っていただきました。
聞き手 光村図書出版 編集部

座 談 会特
集

生徒の姿が見える教科書に

―新版教科書は、現場で生徒たち

と向き合っている先生方と何度も会

議を重ね、編集していきました。そ

れぞれどんな思いで教科書づくりに

携わったのかをお話しください。

田中　生徒が教科書を見て「自分な

らこんなものをつくりたい、やって

みたい」と思えるような教科書づく

りを目ざしました。生徒が自分の思

いや、中学生時代にしかできないこ

とが素直に表現できるような教科書

にしたいなと思いました。

更科　掲載されている作品に迫力が

あって、生徒の目に飛び込んでくる

ような、ワクワクする教科書になる

といいなと。ワクワク感はとても大

事。それが生徒の「もっとつくりた

い、もっと見てみたい」という意欲

につながりますから。もちろん授業

をする先生方が使いやすいというこ

とも大事です。

宣　ただ作品が載っていて、そのた

めの技法があるのではなく、生徒の

思いが先にあって、その思いを表現

するためにはどうすればよいかが載

っている教科書。そういう教科書が

求められていると思いました。

堤　作品だけでなく、生徒たちの活

動の姿、そこにある生徒たちの思い

が見える教科書にしたいと思いまし

た。カタログ的に作品が載っている

のではなく、授業や生徒の活動の様

子が伝わる教科書です。

鈴木　私は光村図書の中学校と高等

学校の教科書編集に携わっています

が、光村の教科書はいつも「かっこ

いい」と感じています。見た目のレ

イアウトのよさはもちろん、実際の

授業をしっかり取材して、生徒の声

に耳を傾けるなど、生徒の思いを大

事にしている編集の姿勢もかっこい

い。新版教科書でも、そのよさを大

事にしたいと思いました。

生徒の試行錯誤が見える
「みんなの工夫」

―光村図書では、平成28 年度版

教科書より、生徒の制作過程を丁寧

に紹介した「みんなの工夫」という

コーナーを設けています。新版教科

書では、ここをさらにパワーアップ

しました。

新版教科書の
ご案内

生徒の姿が見える、ワクワクする教科書
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鈴木　編集会議では、「生徒が試行

錯誤しながら制作している様子がも

っと伝わるようにしたい」と、何度

も議論しましたよね。なので新版教

科書では、生徒の思いや考えを吹き

出しで示し、生徒が試行錯誤してい

る思考の流れがわかるような紙面に

しました。

田中　「私はこれを表したい」「その

ためにどうしたらいいのかな」とい

う思いや試行錯誤する様子が、非常

によく伝わる紙面になりました。生

徒が何を思って、どう工夫したのか、

美術の学習でいちばん大事なところ

が見えますよね。

更科　「みんなの工夫」は、生徒は

もちろん、新任の先生や免許外の先

生方にとっても、いいコーナーだと

思います。ここを見れば授業のイメ

ージがもて、生徒のどんなところを

見取るべきなのかがわかります。
―「地域の魅力を表すパッケージ」

の「みんなの工夫」（『美術 2・3』P.90 

～91）では、宣先生、田中先生、更

科先生の授業を取材しました。

宣　デザインの授業は、課題があっ

て、それを解決するという形にした

いと思っています。私の学校は大阪

にあるので、大阪をどうアピールす

るかを考えさせる題材にしました。

最初に、大阪をアピールするための

形や色を探してもらい、レポート形

式で発表させました。自分の考えや

工夫を、クラスで共有しながら制作

するというのを意識しながら進めた

題材です。
―パッケージの形を考えさせる際、

数学科とのつながりも意識されてい

ましたね。

宣　生徒たちは数学の授業で、多面

体などの空間図形を 1年 3学期に学

習します。数学の先生から、「空間

認識が苦手な生徒は、平面を立体に

変換するが難しい」と聞き、美術の

授業では、数学の知識を使いながら、

実際に手を動かして平面から立体を

つくらせようと思いました。
―田中先生は、いかがですか。

田中　やはりデザインは課題意識が

大切ですよね。私の場合は、まず地

元のいろいろなお土産をウェブサイ

トで見せました。うちの地元のお土

産は渋いデザインのものが多いので、

それをどう改善すれば、幅広い層に

買ってもらえるかを考えさせるとこ

ろから始めました。この生徒は、秋

田の名産である枝豆を使ったロール

ケーキのパッケージを、外国人観光

客に向けてデザインしていました。

更科　私は、地元のお菓子屋さんに

協力してもらい、そのお店のお菓子

のパッケージをリデザインするとい

う題材にしました。地元で愛されて

いるお菓子を、もっと多くの人に買

ってもらうためにはどうすればよい

か、生徒たちは一生懸命考えていま

したよ。最終的に、生徒がデザイン

したお菓子のパッケージを、お店で

販売してもらいました。

『美術2・3』 P.90～91 「地域の魅力を表すパッケージ」

自分の住む地域の魅力が多くの人に伝わるような
パッケージデザインを考える題材。

田中真二朗
たなか・しんじろう

秋田県生まれ。秋田県大仙市立中仙中学校教
諭。宮城教育大学大学院修了後、宮城県私立
高校非常勤講師、秋田県公立中学校教諭を経
て、2022年より現職。2012年、博報賞受賞。
著書に『中学校美術 題材＆授業プラン36』（明
治図書　2019年）。光村図書中学校『美術』
教科書の編集委員。

「みんなの工夫」 作者のインタビュー動画
表現題材に「みんなの工夫」という、
制作過程を丁寧に紹介したページを
設けています。

生徒の思考の
流れがわかる
生徒の思いや考えを

吹き出しで示し、どのように作品を
発想し、構想を練りながら
つくっていったかが
わかるようにしました。

複数の生徒の
制作過程を紹介

発想や構想のしかたが異なる
2名と1組の生徒の
制作過程を紹介。

左上は大阪、左下は秋田、
右上は北海道の生徒。

他教科との
つながり

他教科との関連を示しています。
この題材では、

数学科の空間図形で学んだ
立体の展開図を
紹介しています。

QRコードから、作者である生徒のイ
ンタビュー動画が視聴できます。作
品をつくるときに工夫したところ、苦
労したところなどを聞き、5分
程度の動画にまとめました。
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生徒の工夫がわかる
インタビュー動画

―新しい試みとして、「みんなの

工夫」の紙面のQRコードから、作

者のインタビュー動画を視聴できる

ようにしました（本誌P.7参照）。こ

れも先生方からのアイデアで生まれ

たものです。

田中　生徒の思いがストレートに伝

わるとてもいい動画になりましたよ

ね。紙面には掲載しきれなかった、

生徒の細かい工夫点がわかります。

宣　私は授業でこの動画を、制作の

合間に見せたいですね。生徒が制作

しているときに、教科書にはこうい

う作品があるんだけど、ちょっと見

てみようか、と。生徒たちは同世代

の声に敏感です。刺激を受けて、作

品がよりよくなっていくはず。

田中　私は最初に作品だけ見せて、

そのよさや工夫点を考えさせ、その

後「それでは作者はどう考えていた

んだろう」と投げかけてこの動画を

見せてみたい。主題を表すのに、この

作者はどう工夫しているのかなって。

更科　小規模校ではすごくありがた

い動画だと思います。私の学校の周

辺には十数人規模の学校がたくさん

ありますが、限られたメンバーしか

いないというときに、こういった動

画があるとモチベーションが上がり

ます。同世代が考えていることとい

うのはとても刺激になりますよね。

鈴木　新任や免許外の先生方にも授

業のポイントがすごくよく伝わる動

画ですね。考えさせるポイント、見

取りのポイントがよくわかります。

コンテンツで鑑賞を深める
「体感ミュージアム」

― 1人1台端末になったことを受

けて、今回、「体感ミュージアム」

という鑑賞題材を設けました。紙面

の QRコードから多様なコンテンツ

を視聴して鑑賞を深める題材です。

端末を活用しながら、体感的に鑑賞

できます。

堤　豊富なコンテンツをいろいろと

試してみたいです。たとえば「書き

込みツール＆高精細画像」（本誌P.8 

参照）を使ってどんな授業ができる

か考えてみるのはおもしろそう。

田中　鑑賞の授業は準備が大変なの

で、作家の解説動画などがあると、

とても助かります。限られた授業時

数で、作品が生まれた背景までしっ

かり教えることができます。

堤　これまでは、YouTubeの動画

を見せたり、ワークシートを自作し

たりしてきましたが、新版教科書で

は、それがQRコンテンツとして全

部用意されている。さらに指導書に

授業例があれば、鑑賞を苦手と感じ

ている先生でもスッと取り組めると

思います。
―美術史用語の解説動画もありま

す。たとえば「ルネサンス」「印象派」

について、5分程度にまとめています。

田中　情報を凝縮した、わかりやす

い解説動画ですよね。「印象派」な

どの用語を、美術史の文脈できちん

と解説しようとすると事前準備が大

変なので、とても助かります。こう

いった動画があれば、鑑賞の時間は

もっと豊かになるでしょうね。

自分の表現方法を
見つけられる
別冊『資料』

―新版教科書では、技法や色の資

料を別冊にしました。

鈴木　教科書の資料部分が別冊にな

っていたらいいのにと、ずっと思っ

ていたので、この別冊『資料』が実

現してとても嬉しいです。まず、表

紙がかっこいいですよね（笑）。いろ

いろな描画材や材料があって、見て

いるだけでワクワクする。ページを

開くと、中学3年間で必要な資料が

ギュッと凝縮されています。

田中　36ページという分量もコンパ

クトでいい。ほしい情報にすぐ到達

できます。実用的で、3年間活用で

きる資料集だと思います。

宣　紙面に掲載されている情報は簡

潔にまとめられていて、詳細はQR

コードから動画で見られるようにな

っています。これが、今の生徒たち

の感覚に合っていると感じます。

堤　生徒たちは、興味をもった技法

について、自由にQRコードから動

画を見て理解を深めていくでしょう

ね。自分が知りたいタイミングで、

自分の知りたい情報に触れるという

のが個別最適な学びだと思います。

宣　入り口がたくさんあるのがいい。

そのための最初のスイッチを押すの

が教師の役割だと思います。

田中　主題生成のときに私たちがど

う関わるかですよね。主題が生まれ

たら、あとは生徒が別冊『資料』を

見ながら好きな表現方法でどんどん

制作を進めて、作品ができあがる。

そんな授業ができたら、理想だなと

思います。

発想を広げるために

――今回、1年の導入として「発想

のしかたはさまざま」（『美術 1』P.14

～15）というページを新設しました。

先生方とゼロから考えて生まれたペ

ージです。

『美術2・3』 P.14～15 「体感ミュージアム 『最後の晩餐』を鑑賞しよう」

更科結希
さらしな・ゆき

北海道生まれ。北海道教育大学附属釧路義務
教育学校後期課程教諭。北海道教育大学卒
業後、北海道釧路町の公立中学校教諭を経
て、2012年4月より現職。北海道教育大学大学
院修了。著書に『中学校美術の「学び合い」 
題材＆授業プラン』（明治図書　2023年）。光
村図書中学校『美術』教科書の編集委員。

鈴木雅之
すずき・まさゆき

東京都生まれ。宮城県柴田郡大河原町立金ケ
瀬中学校教頭。東北生活文化大学生活美術
科卒業後、1995年より宮城県公立中学校、宮
城県立中高一貫校、宮城県美術館などで勤務
し、2023年より現職。現在教頭職4年目。光村
図書中学校、高等学校『美術』教科書の編集
委員。

「体感ミュージアム」
多様なQRコンテンツと一緒に作品を観て、
鑑賞を深める題材です。

別冊
『美術1 資料』
技法、色彩、思考ツールなど、
中学校美術に必要な資料を
１冊にまとめました。
（詳細は本誌P.12～13参照）

書き込みツール＆高精細画像
鑑賞図版を拡大したり、線やせりふを書き込んだりして、
鑑賞を深めることができます。

　作家解説動画
「レオナルド・
ダ・ヴィンチ」
レオナルドの
生涯や代表作を
5分で解説。

　用語解説動画
「ルネサンス」
美術史における
「ルネサンス」を
5分で解説。
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田中　一つのモチーフからさまざま

な発想ができることを伝えるページ

がほしいと、以前から思っていまし

た。ただそれをどう紙面に落とし込

めばよいかわからず、編集部と何度

も議論をしましたね。

堤　私たちは編集者ではないので、

「こんなページがほしい」というイ

メージを伝えることしかできません。

編集部と相談しながら、少しずつ紙

面に落とし込んでいく作業は、とて

もおもしろかったです。

宣　一つのモチーフから、こんなに

発想が広げられるんだということが、

伝わるページになりましたね。

堤　作品というのは、いわばゴール

です。でも、ゴールよりもスタート

を大切にしたいという私たちの思い

が形にできたと思います。

鈴木　メッセージ性のある魅力的な

ページになりました。1年「絵や彫

刻など」の導入として位置付けてい

るのもいいですね。

ワクワク感を大切にして

―先生方が編集会議でいつも言わ

れていたのは「生徒がワクワクする

ような教科書」ということでした。

そこはかなり意識しながら編集した

つもりですが、いかがでしょうか。

田中　まず図版が大きくて刺激的で

す。作品の選択も、インパクトはも

ちろんですが、丁寧に見ていくと、

生徒たちが問いをもちそうな作品、

言葉が出てきそうな作品が選ばれて

いるのがわかります。

更科　『美術 2・3』P.27～42「日

本の絵画を楽しむ五つのキーワー

ド」（本誌P.16～17参照）は、五つ

の切り口がとてもいいですよね。日

本の絵画の振り幅の大きさが、ギュ

ッと凝縮して見えてきます。風合い

のある用紙に印刷されていて、生徒

たちが絶対に飛びつくページです。

鈴木　生徒の作品でも、作家の作品

でも、迫ってくるようないい作品が

とても多いです。そのバランスがい

い。それから、『美術1』も『美術2・

3』も、巻頭と巻末の「うつくしい！」

の写真がすごくいい。すべて教科書

のために、写真家が撮りおろしたそ

うですね。この写真によって教科書

全体を貫くものが見えるようになっ

ていると感じます。谷川俊太郎さん

の言葉ともよく合っている。

堤　『美術2・3』P.54～55「今の自

分、これからの自分」の最初のペー

ジ（本誌P.11 参照）が好きです。生

徒の思いが大きな文字で載っていて

作者の伝えたいことがダイレクトに

届いてきます。まさに生徒の心に響

く紙面づくりだと思いました。
―このページには「人生の花」と

いう堤先生の授業で制作された作品

を掲載しています。

堤　自画像の題材では、自分の顔を

描くのに抵抗感がある生徒もいます。

そこで、顔でなくても自分の内面を

表すことはできるのではないかと思

い、花で自分を表現させることにし

ました。この題材は兵庫県のある先

生の実践をベースに、自分なりにア

レンジしたものです。普通に投げか

けると生徒は花を描きますが、人生

を描く題材だから花に見えなくてい
いんだよと、最初に伝えました。
―「今の自分、これからの自分」に

は、顔を描いていない作品や悩んで

いる生徒の作品も掲載しました。そ

れは先生方との会議で、劣等感や悩

みを抱えている生徒もいっぱいいる

とお聞きしたからです。

鈴木　思春期まっただなかですから、

悩みを抱えている生徒は多い。そん

な生徒たちが「自分だけじゃないん

だ」と思える作品を掲載したいと思

いました。このページの右下の作品

（「降り注ぐ雨は、僕が流した涙」と

いう言葉とともに掲載されている作

品）も、すごくいいですよね。

田中　生徒たちには、今しかできな

い表現をしてほしい。「今の自分、

これからの自分」は、主題が生成し

やすい構成だと思いました。この紙

面を見せるだけで生徒は主題を生み

出せそうです。

生徒と並走する教科書

―最後に、教科書をこんなふうに

使ってほしいというメッセージをお

願いします。

更科　授業の最初のきっかけが必ず

ある教科書です。紙面の言葉をその

まま生徒に投げかけても授業が成立

する構成になっています。なので、

まずは教科書をそのまま使ってみて

くださいと言いたいです。

堤　各題材ページや「体感ミュージ

アム」は導入で使いやすい構成にな

っています。「みんなの工夫」は発

想・構想の段階で使えます。そして

制作が始まったら別冊『資料』を使

う。授業のどの段階でも使えるよう

につくられています。

田中　生徒が自分で自分なりの答え

を導き出すことができる教科書にな

っています。授業でどんどん活用し

てほしいです。

鈴木　教師がこのページを開きなさ

いと指示するのではなく、生徒が自

分で必要なページを見つけて開く。

いろいろな紙面を眺めて、教科書全

体を見渡しながら、自分の好きなと

ころを見つけてほしいです。

宣　教科書を使って生徒と一緒に考

えたり、生徒にこれあるよって示し

たり、そういう生徒と並走していく

ための教科書になりましたよね。
―本日はありがとうございました。

『美術1』 P.14～15 「発想のしかたはさまざま」

リンゴという一つのモチーフから、さまざまに発想を広げられることを紹介したページ。

『美術2・3』 P.54～55 「今の自分、これからの自分」

自分自身を作品に表す題材。新版教科書では、背中を向けた自分を描いている作品、
立体で表現している作品、抽象的に表現している作品など、多様な作品を掲載しました。

堤 祥晃
つつみ・よしあき

滋賀県生まれ。滋賀県高島市立安曇川中学校
教諭。滋賀大学教育学部卒業後、2001年か
ら滋賀県公立中学校の教諭を務め、2018年4
月より現職。「第55回 教育美術・佐武賞」佳作
賞、「第70回 読売教育賞」優秀賞を受賞。滋
賀大学大学院教育学研究科修了。光村図書
中学校『美術』教科書の編集委員。

宣 昌大
そん・ちゃんで

大阪府生まれ。大阪教育大学附属天王寺中学
校教諭。京都精

せい

華
か

大学芸術学部造形学科卒
業後、家具職人、大阪府公立中学校教諭を経
て、2022年より現職。兵庫教育大学大学院学
校教育研究科修了。光村図書中学校『美術』
教科書の編集委員。
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　今回の光村の教科書の特筆すべき

点は、これまで教科書の紙面に混在

していた材料・用具や技法、参考資

料などを、内容を充実させて別冊に

まとめたことだと思います。

　中学校の美術ではこれまで、「教員

が説明するときや作品を制作する際

に、生徒が手元で見たり、折に触れ

振り返り確認したりできるものが必

要」などの理由で、副教材として資

料集を購入したり、教員が独自に資

料を準備したりしてきました。しか

し、別冊『資料』を活用すれば、その

ような負担がなくなります。中学３

年間で必要な資料がこの１冊にまと

まっているからです。教科書に準拠し

た資料が即座に活用できるのも、別

冊ならではの利点といえるでしょう。

　別冊『資料』では、前半に活用頻

度の高い多様な材料・用具や表現技

法などが紹介され、生徒の意欲を膨

らませる工夫がされています。中盤

は、ICTの活用を踏まえた写真や

映像などのデジタル表現や、思考ツ

ールで発想や構想を広げるためのペ

ージなどが構成されています。さら

に後半は、美しい写真で構成された

形や色彩、イメージなど、「造形的

な視点」につながるページが展開さ

れています。

　どのページも彩り豊かで、生徒が

やってみたい！とワクワクするつく

りになっています。先生方には、ぜ

ひ教科書と別冊『資料』、ICTを効

果的に活用して、生徒たちの豊かな

表現と鑑賞の実現に向けた授業を展

開していただきたいと思います。

『美術1 資料』 P.2～3

表現したいものに合わせて、生徒自身が描画材を選ぶことを促す導入ページ。中学校の美術で主に使われる8種類の描画材を紹介しています。

水彩絵の具のいろいろな描き方

新しい魅力が詰まった、令和7年度版中学校『美術』教科書。編集委員の先生方の
おすすめのページについて、ご紹介します。

ここがイチオシ！
新版教科書

中学3年間で必要な資料が別冊に

豊かな表現や鑑賞の
実現に向けて、
別冊『資料』を活用しよう 都内公立中学校で美術科教員として

勤務の後、東京都教育庁指導部指
導主事、都内公立小学校副校長、東
京都教職員研修センター統括指導
主事、東京都教育庁指導部主任指
導主事、同総務部教育政策担当課
長を経て現職。光村図書中学校『美
術』教科書編集委員。

松
まつ

永
なが

かおり
全国造形教育連盟委員長
東京都世田谷区立砧南中学校校長

技法と色の
資料動画が

全47本！

大充実の

全36　
ページ！

3年間使用できる
コンパクトな資料！
資料を別冊にすることで、3年間
通して活用できるようにしました。
冊子を折りたたむとコンパクトに
なるので、机上に置いて参照しな
がら制作に取り組むことができ
ます。

※字幕が設定されている動画のみ。

技法動画が
さらに使いやすく。
再生速度の変更や字幕のON/
OFF※を選ぶことができるので、
生徒一人一人の学習ペースに沿
ってご活用いただけます。

描く つくる 写真 色

映像

発想・構想

形・色・光

別冊『資料』　目次

・・どうやって描く？
・・鉛筆で描く
・・水彩絵の具で描く
・・アクリル絵の具で描く
・・さまざまな描き方
・・版画で表す
・・文字をデザインする
・・端末を活用する

・・どんな材料でつくる？
・・紙でつくる
・・粘土でつくる
・・木でつくる
・・金属でつくる
・・石でつくる

・・写真を撮影する ・・色の世界に出会う
・・色の特徴
・・色の効果と配色
・・日本と世界の
　　伝統色図鑑

・・映像を制作する

・・発想・構想のために

・・自然の中の形・色・光
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　岡本太郎について授業で教えるの

は、実はとても難しいことです。な

にせ本人が「今日の芸術は、うまく

あってはいけない。きれいであって

はならない。心地よくあってはなら

ない」と主張した人でしたから。で

も、彼のように世間の一般常識をぶ

ち壊して、べらぼうなものをつくり続

けた人がいたことを、生徒たちに知

ってもらうことは大切です。そして

彼の一見べらぼうな作品が、しっか

りした思想的な「芯」をもっていたこ

とにも、気づいてほしいと思います。

　この「体感ミュージアム」は、ま

ず渋谷駅を行き交う人々を見下ろす

「明日の神話」の写真によって、そ

の巨大なスケール感を知るところか

ら始まります。ページをめくると「作

者は、この作品にどんなメッセージ

を込めたのだろう」と問いかけがあ

ります。

　ここで「書き込みツール」を使っ

て、作品に描かれているものを生徒

たちにどんどん書き込んでもらいま

しょう。すると「なぜ雲に目玉が？」

「なぜ船に手足が？」のように疑問

も出てくると思います。不思議に気

づいて、自分なりの理由を考えてみ

ること、他の人はどう考えたかを知

ること。それだけで鑑賞は深まるは

ずです。

　各自が疑問を抱いたところで動画

コンテンツを見ると、制作意図や、

作者自身について知ることができま

す。岡本太郎に初めて接する生徒た

ちにとって、動き、描き、語る彼の

姿は強烈なインパクトを残すでしょ

う。さらに興味が生まれたら、ぜひ

実物を訪ねてほしいですね。

『美術2･3』 P.26  

『美術2･3』 P.24～25

次のページでは作品の全図や
制作風景の写真が掲載されており、
作品についての理解を深めることができます。

紙面に掲載されているQRコードから、
作品を体感的に鑑賞することができる多彩なコンテンツを視聴することができます。

代表作「明日の神話」と
「太陽の塔」について、
詳細に解説しています。

美術でよく使用される言葉を
まとめた資料を
ご用意しました。

岡本太郎が制作した作品、
制作の様子など豊富な資料を
1本の動画にまとめました。

体感ミュージアムで
深まる鑑賞、
岡本太郎の魅力を生徒たちに

教科書紙面とQRコンテンツで鑑賞を深める「体感ミュージアム」というページを
1年と2・3年それぞれで新設しました。ここでは「明日の神話」（岡

おか

本
もと

太
た

郎
ろう

）を
取り上げたページについてご紹介します。

鑑賞を深める体感ミュージアム

美術史家。1994年より東京国立近
代美術館に勤務、2022年より現職。
2011年には「生誕100年　岡本太郎
展」の企画を担当した。著書に『激
動期のアヴァンギャルド　シュルレアリ
スムと日本の絵画　1928-1953』があ
る。光村図書中学校『美術』教科書
編集委員。

大
おお

谷
たに

省
しょう

吾
ご

東京国立近代美術館副館長

作品を体感できるQRコンテンツ
解説動画「明日の神話・太陽の塔」 解説動画「岡本太郎」 鑑賞を広げる言葉集 書き込みツール＆高精細画像

書き込んで
鑑賞を深める
高精細の作品画像が手元の端
末に。線や吹き出しを用いて、生
徒が気づきを自由に書き込んだ
り、拡大縮小機能を用いて細部
までじっくり鑑賞したりすること
ができます。

ダイナミックな
見開き図版
岡本太郎の代表作「明日の神
話」を見開き2ページで大きく掲
載。作品の大きさや展示風景を
生徒が実感できるような図版を
選びました。

ペ
ー
ジ
を
め

くると …

●「ムーラン・ド・ラ・
	 ギャレットの舞踏場」
	  （『美術1』 P.20～21）

●「風神・雷神像」
	  「風神雷神図屏風」
	  （『美術1』 P.36～43）

●「火焔型土器」
	  （『美術1』 P.58～59）

●「最後の晩餐」
	  （『美術2･3』 P.12～15）

●「明日の神話」
	  （『美術2･3』 P.24～26）

●「ゲルニカ」
	  （『美術2･3』 P.60～67）

「体感ミュージアム」は
教科書全体で

6か所に
設けています。

「書き込みツール＆高精細画像」の画面

「書き込みツール&高精細画像」は
 こちらからお試しいただけます。

● 印象を表す言葉

衝
しょう

撃
げき

的、魅
み

力
りょく

的、印象的、象
しょう

徴
ちょう

的、幻
げん

想
そう

的、神秘的、情
じょう

緒
ちょ

的、

抽
ちゅう

象
しょう

的、具象的、写実的、装
そう

飾
しょく

的、革新的、画期的、効果的、

繊
せん

細
さい

、緻
ち

密
みつ

、大
だい

胆
たん

、強
きょう

烈
れつ

、荒
あら

々
あら

しい、力強い、弱々しい、淡
あわ

い、

すがすがしい、いかめしい、伸
の

びやか、奥
おく

深
ぶか

い、静か、にぎやか、

はなやか、鮮
あざ

やか、素
そ

朴
ぼく

、明快、堂々とした、洗練された、ダイナミック

● 美術でよく使われる言葉

色に関係する言葉

色
しき

彩
さい

、配色、色づかい、濃
のう

淡
たん

、明暗、コントラスト（対比）、

モノトーン（白黒）、カラフル

● 気持ちを表す言葉

はっとする、じいんとする、琴
きん

線
せん

にふれる、ぐっとくる、

心に響
ひび

く、心が温まる、心にしみ入る、心を揺
ゆ

さぶられる、

胸に迫る、胸を打たれる、胸が熱くなる、胸がいっぱいになる、

目を奪
うば

われる、目に焼きつく、目を凝
こ

らす

その他のよく使われる言葉

イメージ、主題、題材、モチーフ、対象、素材、質感、手
て

触
ざわ

り、筆づかい（タッチ）、

細部、強調、省略、作風、様式、統一感

形や構図に関係する言葉

構成、構図、配置、画面、空間、余白、背景、バランス、調和、

立体感、遠近感、奥行き、リズム、シンメトリー（対
たい

称
しょう

）

言葉を知ると鑑賞はもっ
と広がり、豊かになるよ。
自分の感じ方にぴったり
くる言葉を探してみよう。

● 評価を表す言葉

型破り、独特、類を見ない、斬
ざん

新
しん

、完
かん

璧
ぺき

、抜
ばつ

群
ぐん

、圧
あっ

倒
とう

的、荒
あら

削
けず

り

鑑
かん

賞
しょう

を広げる言葉集
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　日本美術が日常生活から消えてし

まった現在、せめて日本絵画のおも

しろさを中学生にどうすれば伝えら

れるだろうかと考え、つくってみた

のが「日本の絵画を楽しむ　五つの

キーワード」の特集です。他の洋紙

ページとの差別化を図るため、和紙

風の紙に印刷するという凝りようで

す。そして、日本絵画の魅力を「四季」

「動物」「不思議」「余白」「構図」の五

つのキーワードで見せる工夫をしま

した。

　「四季」では、春夏秋冬を感覚的に

実感できるもの。例えば、山間の渓

流の音や涼しさを伝える絵や、雪の

日の寒さと雪の白の美しさを伝える

絵を紹介しました。

　「動物」では、巨大な虎が描かれた

襖を。どう見ても猫のようなコミカ

ルな虎です。「鳥獣人物戯画」では、

蛙が自分より大きな兎を投げ飛ばし、

怪気炎を吐く場面を掲載しました。

この目に見えない怪気炎を線で表し

たところに、現代の漫画に通ずる表

現があります。

　「不思議」では、人体を組み合わせ

て一つの顔をつくってみせた絵や、

提灯が幽霊の顔になっている絵を。

生徒の興味を引くのではないでしょ

うか。

　「余白」では、墨の濃淡だけで霧に

煙る松林を描いたものや、金屏風に

燕
かきつばた

子花をリズミカルに配置したもの

を紹介しました。

　「構図」では、ゴッホも驚いた広重

の版画、近景を巨大化した絵や、遠

景の富士が巨大に見える絵を紹介し

ています。

　これらによって、日本絵画の奇抜

な発想に気づいてほしいと思います。

『美術2・3』 P.27

『美術2・3』 P.36～37

「余白」という
キーワードで屏風作品を
紹介。

人気の日本美術を大特集！

「日本の絵画を楽しむ
五つのキーワード」

キーワードから読み解く、
日本絵画のおもしろさ

日本美術史家。1979年より板橋区立
美術館勤務。2005年に館長に就任
し、2013年に退職。2017年より北
斎館館長、2023年より静嘉堂文庫
美術館館長。近著に『若冲VS応挙』、
『ARTBOX ゆるかわ妖怪絵』など。
光村図書中学校・高等学校『美術』
編集委員。

安
やす

村
むら

敏
とし

信
のぶ

北斎館館長
静嘉堂文庫美術館館長

そ
の

「
醍だ
い

醐ご

」（
奥お
く

村む
ら

土と

牛ぎ
ゅ
う）

「
夏
秋
渓
流
図
屏
風
」（
鈴す
ず

木き

其き

一い
つ）

「
紅
葉
」（
横よ
こ

山や
ま

大た
い

観か
ん
）

「
東
京
二
十
景 

芝し
ば

増ぞ
う

上
じ
ょ
う

寺じ

」

（
川か
わ

瀬せ

巴は

水す
い
）

四
季

一

「
虎
図
襖
」（
長な
が

沢さ
わ

芦ろ

雪せ
つ

）

「
仔
犬
」（
中な
か

村む
ら

芳ほ
う

中ち
ゅ
う）

「
鳥
獣
人
物
戯
画 

甲
巻
」

「
動ど
う

植
し
ょ
く

綵さ
い

絵え  

群
鶏
図
」（
伊い

藤と
う

若
じ
ゃ
く

冲ち
ゅ
う）

そ
の

動
物

二

「
み
か
け
は
こ
は
ゐ
が
と
ん
だ
い
ゝ
人
だ
」

（
歌う
た

川が
わ

国く
に

芳よ
し
）

「
百
物
語 

お
岩
さ
ん
」（
葛か
つ

飾し
か

北ほ
く

斎さ
い

）

「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」

そ
の

不
思
議

三

「
松
林
図
屏
風
」（
長は

谷せ

川が
わ

等と
う

伯は
く

）

「
秋
草
図
屏
風
」（
俵
た
わ
ら

屋や

宗そ
う

雪せ
つ

）

「
燕
子
花
図
屏
風
」（
尾お

形が
た

光こ
う

琳り
ん

）

「
八や
つ

橋は
し

蒔ま
き

絵え

螺ら

鈿で
ん

硯
す
ず
り

箱ば
こ

」（
尾
形
光
琳
）

そ
の

余
白

四

「
名
所
江
戸
百
景 

亀か
め
い
ど戸

梅う
め

屋や

舗し
き

」

（
歌う
た

川が
わ

広ひ
ろ

重し
げ
）

「
初
夏
の
海
に
赤あ
か

翡
し
ょ
う

翠び
ん

」（
田た

中な
か

一い
っ

村そ
ん

）

「
山
（
富
士
山
）」（
片か
た

岡お
か

球た
ま

子こ

）

「
冨
嶽
三
十
六
景 

神
奈
川
沖
浪
裏
」

（
葛
飾
北
斎
）

そ
の

構
図

五

多様な日本絵画を五つのキーワードに沿って掲載！

屏風は両隻
を掲載。

余白の美しさを
じっくり鑑賞

できます。

質感のある
用紙が

16
ページ！

中学生に見てほしい人気の日本の絵画を集め、16ページにわたって特集しました。
和紙の質感に近い用紙に印刷しています。
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賀県立草
くさ

津
つ

養護学校を卒業した後、

「栗
りっ

東
とう

なかよし作業所」の一員にな

りました（彼には自閉症と知的障害

があります）。作業所では当初、自

動車部品を組み立てたり、刺し子を

つくったりしていました。その刺し

子の糸目の細かいことに気づいたス

タッフが澤田に陶芸活動への参加を

促したのは2001年のことで、そこか

ら彼の創作活動が始まりました。

　制作中はほとんど口をきかず、大

きな作品でも4、5日で仕上がるという

スピード。そうやって生み出された

作品は、2010年にパリで開催された

「アール・ブリュット・ジャポネ」

展で大きな評判を呼び、2013年には

ヴェネツィア・ビエンナーレという

世界最大の国際美術展に出品されま

した。その後も世界各地で紹介され、

今では「アール・ブリュットの作家

です」と言う必要もないほどにその

評価は確かなものとなっています。

　そんな澤田の作品は彼自身の想像

力から生まれたものではありますが、

その背後に制作を支える協力者と場

所の力があることを見逃してはなり

ません。

　福祉施設でつくられる陶芸作品を

焼くのは基本的に支援員たちです。

澤田の場合、作業所に池
いけ

谷
たに

正
まさ

晴
はる

とい

う陶芸の制作支援の大ベテランがい

たことが大きかったと言えます。池

谷は、滋賀県内にあった落
おち

穂
ほ

寮とい

う福祉施設で長く働いていた人物で、

同施設が粘土造形を始める際には中

心的役割を果たしました。その池谷

がなかよし作業所で制作支援を行う

ようになったのは2001年、澤田が陶

芸を始めたのと同じ年のこと。作陶

に関して指導はせず見守るべきだと

いう確信に満ちあふれたベテランが

いたからこそ、澤田独自の表現が開

花したのだとも考えられます。

　陶芸では、素材となる陶土の用意

も重要です。その点、澤田が制作す

る栗東市から車で30分ほど行ったと

ころには信
しがらき

楽という窯業地がありま

す。この信楽エリアを中心に、昔か

ら滋賀県内では陶土を他府県よりも

安く買えました。のびのびと作品を

つくるためには、材料を手軽に入手

できることが重要であるのは言うま

でもありません。

　また信楽は、狸
たぬき

や火鉢のような大

きなものをつくることで知られてい

ます。つまり信楽エリアには、大き

なサイズをつくる技術と経験をもっ

た人たちが多くいて、彼らがいろん

な形で手助けしてくれるのでした（特 

に焼成では協働作業が重要です）。

　信楽では花瓶や傘立てなど中くら

いのサイズのものをつくるのに便利

な「たたら」と呼ばれる板状の粘土

を使うことも普通です。そんな信楽

に近いエリアの福祉施設のアトリエ

では、たたらをベースにして制作す

ることがあります。その結果、滋賀

県の福祉の現場からは、サイズとし

てより大きいだけでなく、造形力が、

全体の形においてだけでなく表面の

装飾においても大きく発揮されてい

る、そんな作品が数多く生まれるよ

うになったのでした。こうした環境

が素地となって、澤田の想像力が存

分に羽ばたくことができたと考えら

れます。

　澤田真一は、陶土を用いて、生き

物としかいいようのないものをつく

ります。それが立体作品、つまり人

工物であるのは間違いないのですが、

その表情ゆえか、それともわずかな

動きがそう思わせるのか、そこから

は非常に強い生命性が感じられます。

表面には、とげのような突起がたく

さんあったり、線刻が施されていた

りします。また「顔」が複数あった

りもします。そうした過剰ともいえ

る装飾性や異形性は、その生き物が

人間や動物を超えた世界に生きる、

神や精霊といった存在である可能性

をも感じさせます。神といっても邪

神かもしれませんが、人間に何かす

るといっても、きっといたずら程度

のことでしょう。

　澤田は1982年生まれ。2000年に滋

陶土に命を吹き込む 欠かせない協力者の存在

滋賀という地

❶《無題》　高さ53.5cm　2008年　滋賀県立美術館蔵

トーテムポールが神話や伝承などの物語を表すことが多いのに対して、
澤田の作品はリズムに基づく造形に重きが置かれています。
反対側にも同様に顔があるのがポイントです。

❷《無題》　25×25cm　2007年　滋賀県立美術館蔵

ほぼ円形のお面。シンメトリーへのこだわりが見てとれます。
対称性が少し崩れているのは焼き物ゆえか意図的なのか。

滋賀県立美術館ディレクター（館長）。1976年
茨城県生まれ。慶應義塾大学大学院修士課
程修了。東京国立近代美術館主任研究員
を経て現職。著書に『アール・ブリュット アート 
日本』（監修、平凡社）など。滋賀県立美術館
では「人間の才能 生みだすことと生きること」展
（2022年）を企画。

ほさか・けんじろう保坂 健二朗

澤田が活動する滋賀県南部は、冬には粘土が
凍るほど寒い場所。それゆえ制作は冬以外に
行われます。これを見ると、顔は下からつく
っていき、顔の輪郭をつくった後で、細いラ
インを施し、その上で突起を付けていくのだ
とわかります。黙々とつくりますが、モチー
フなど、同じ作陶所で制作する他の人の影響
を澤田が受けることもあるようです。もちろ
ん、最終的にできあがるのは、これぞ澤田真
一と思える作品なのですが。

制作中の澤田。
画像提供：社会福祉法人なかよし福祉会

❸《無題》　高さ5cm　2000年

自宅ではボール紙などで
バスや車などのいわば模型をつくっています。
後方確認ミラーなど観察力が見事です。

澤田真一
1982年　滋賀県生まれ

さわだ・しんいち第2回

このコーナーでは、
毎回アール・ブリュット（※）の
作家を一人取り上げ、

滋賀県立美術館ディレクターの
保坂健二朗先生に、
ご紹介いただきます。

※アールブリュットとは、「生
なま

の芸術」を意味するフランス語で、
　評価や流行とは関係なく、「つくりたい」という衝動から

　制作された独自の表現を指します。

が

まれる

令和7年度版中学校『美術2・3』
P.105には、澤田の作品が掲載さ
れています。
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1984年福岡県生まれ。水墨画家・小説家。
2019年、水墨画を題材にした小説
『線は、僕を描く』で第59回メフィスト賞を受賞し
デビュー。2022年、同作を原作とした映画が
全国東宝系にて公開される。
2023年12月、『線は、僕を描く』の続編となる
『一線の湖』を上梓。その他の著書に
『7.5グラムの軌跡』がある。

砥上 裕將
とがみ・ひろまさ

いたような気さえする。見たことあ

るけれど、思い出せない……。

　その感覚はつまり、私たちが松林

図の中を生き、等伯の精神の中で呼

吸しているということなのだと思う。

森羅万象そのものが等伯を通して描

かせたというような絶秒な筆致も見

えてくる。自然に人が手を加えられ

る限界値というものは、これくらい

ち、絵の全体を眺められる位置まで

離れる。誰かに教えられたわけでも

ない。だが、この絵との最高の距離

感を、鑑賞者は自然と探してしまう

のだ。最も大切なものは、間を通し

て現れる。

　そうやって佇んだとき、今度は先

に述べたような技術や仕組みではな

く、長谷川等伯という一人の絵師の

心が見える。とてつもなく切なく、

素朴で、研ぎ澄まされた魂の形が見

えてくるのだ。

　それは絵に対する親しみに変わり、

鑑賞者は自分の記憶と感覚を手繰り

寄せる。この景色を何
ど

処
こ

かで知って

　日本の水墨画とは？と訊
き

かれた時、

まず見て欲しいと答えるのが、この

松林図屛風だ。ただ松だけが描かれ

ている。他には何もない。

　けれども、松は絵の中でそれほど

重要ではない。重要なのは、松を描

くことによって形作られた『描かな

かった』部分だ。

　そこに、この絵の見どころがある。

　描かれなかった部分は、霧であり、

大気であり、空間であり、鑑賞者と

の地続きの『間
ま

』だ。それが絵の前

に立つ人に、幻影を見せる。その幻

なのかも知れない。

　そんな技と、心と、感覚的なもの

の完成が日本水墨画の至宝「松林図

屛風」だ。

　結局、誰もがこの絵について的確

に述べることができない。本当にい

いものとは、そんなものだと思う。

　何もない、に、何もかもを見るの

だ。

影は、長谷川等伯の精神の形であり、

日本水墨画そのものだと思う。松で

もなく、白紙そのものでもなく、描

くことと描かないことが生み出す間、

いわゆる『余白』が機能している。

その完成がこの絵にはある。

　水墨画には減
げん

筆
ぴつ

という考え方があ

る。少ない筆致で事物の本質を描く

ことなのだが、この絵はまさにそれ

だ。描かないことで、こんなにもリ

アルに描かれた絵は他にないだろう。

　そして、しばらく佇
たたず

んでいると、

この絵の前で奇妙なことが起こって

いることに気付く。鑑賞者の誰もが

画面に近づかない。一定の距離を保

何もない水墨画

出典：ColBase (https://colbase.nich.go.jp)

※令和7年度版中学校教科書『美術 2・3』P.36〜37に掲載

第 24 回

紙本墨画、六曲一双　各156.8×356㎝
16世紀（安土桃山時代）　東京国立博物館蔵（東京都）

松
しょう

林
りん

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

長
は

谷
せ

川
がわ

等
とう

伯
はく
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小・中・高等学校
教科書訂正の
お知らせ光村図書 検索

光村図書ウェブサイト 光村図書
ウェブサイト
 光村図書 検索

令和7年度版の教科書をコンパクトに解説した
特設サイトが4月中旬にオープンします！

※ウェブ体験版は、お使い
のスマートフォンの機種によ
って、ご利用いただけないコ
ンテンツがございます。

豊富なダウンロード資料
●年間指導計画・
　評価計画資料
●教科書解説資料
●編修趣意書
●各種サポート資料

教科書の特色を3点に絞ったコンパクトな解説

QRコンテンツの紹介

デジタル教科書・教材の紹介とウェブ体験版（※）

光村図書が教科書づくりで大切にしている７つの視点

※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

内 容 解 説 資 料


